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条例第7条に基づ
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竹島 達也 
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議 題 

 

 

1 開会 

2 議事 

（1）ところバス路線等の見直しについて 

（2）その他 



会 議 資 料 

 

 

1 「平成30年度市内循環バス『ところバス』路線等の見直し（案）」 

に対するご意見と市の考え方について 

2 「運転免許証自主返納者への公共交通のニーズ等調査」集計表 

3-1 埼玉県内における小型車両を活用した交通手段の事例 

3-2 定時定路線型乗合タクシー他自治体事例紹介資料 

3-3  乗合型デマンド交通他自治体事例紹介資料 

3-4 既存タクシー活用型デマンド交通他自治体事例紹介資料 

4  所沢駅ホームドア設置に関する資料 

 

担 当 部 課 名 

 

経営企画部：平田部長、粕谷次長 

企画総務課：内野課長、山屋室長、緑川主査、大島主任 

市民部交通安全課：田中課長、仲村主査、盛清主査、伊藤主事 

【事務局】：経営企画部 企画総務課 

      電話04-2998-9046 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第２号 

 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

企画総務課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

交通安全課 

 

 

 

 

議長 

 

委員 

 

 

交通安全課 

 

 

 

委員 

 

1 開会 
・会議成立の報告 

・条例第7条に基づく出席者の報告 

・会長あいさつ 

・会議の公開の確認  

・傍聴希望者の確認 ※傍聴者 8名 

・配布資料の確認 

 

2 議事 

 以下、尾崎会長が議長となり進行 

（1） ところバス路線等の見直しについて 

 

前回の会議で、ところバスについて東村山市への乗り入れなど、平

成 30年度に路線やダイヤを見直したい旨の諮問があり、詳細につ

いて説明があった。特段、反対意見はなかったが、パブリックコメ

ントの結果等も踏まえ、あらためて、説明をお願いしたい。 

 

※資料1などをもとに下記の内容を説明 

・路線等の見直し案の概要 

・パブリックコメントの結果 

・見直し実施までの市民・利用者への周知等も含めたスケジュール 

 

何か意見、質問等はあるか。 

 

平成 29年 1月から「こどもと福祉の未来館」へ乗り入れたことに

伴い、西路線のバス車両を小型化したが、状況はいかがか。 

 

「こどもと福祉の未来館」へアクセスする道路幅員の関係上、バス

を小型化したが、当初は意見を頂いたこともあったが、現在、特段

の問題は発生していない。 

 

ところバスの運行経費として、毎年1億円以上の運行補償料を要し

ている状況を市民に情報開示し、もっと周知すべきである。市民が



 

 

 

 

 

 

 

交通安全課 

 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

交通安全課 

 

 

 

 

議長 

 

これだけの経費を要して運行している現実を知れば、運行に関する

要望を考え直す可能性もあるのではないか。 

また、導入から約 20年、ところバスの運行を 1つの交通事業者へ

委託し続けていることも問題があるのではないか。公平性を欠いて

いると考える市民もいる。市は少なくとも他の交通事業者の意見も

聞くべきである。 

 

市内を運行している路線バス事業者以外でも可能かどうかも含め、

今後の課題として検討していきたい。 

 

運行補償料の情報開示と運行事業者の公正な選定方法を模索して

いくことは必要なことである。 

 

運行事業者の選定については、国土交通省からの通達をもとに、各

自治体とも検討していると思うが、運行経費の側面だけではなく収

益の拡大可能性や利用者の利便性、環境への配慮、緊急時の対応、

そして特に安全性に配慮した検討をお願いしたい。 

 

この会議では、ところバスの路線だけではなく高齢者施策や道路施

策なども含めた広い視点で交通全般について議論すべきである。 

 

今後、ところバスを補完する新しい交通手段について、協議をお願

いしたいと考えている。 

 

パブリックコメントの中で、バスロケーションのアプリケーション

の導入に関する意見があった。「実証実験を行った結果、費用・運

用面に課題がある」との回答だが、具体的にはどのような課題なの

か。 

 

実証実験で扱ったアプリケーションについては、他の製品と比較す

ると費用面や運転手の操作性などの運用面に課題があり、早期の導

入は見合わせた。引き続き西武バス株式会社と連携し、研究してい

きたい。 

 

さまざまな意見等があったが、諮問を受けていた、平成 30年度に

ところバス路線等の見直しを行うことについては、異議なしという



 

 

 

 

事務局 

 

議長 

 

 

 

 

議長 

 

事務局 

 

 

 

 

議長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

委員 

ことでよろしいか。 

 

【委員全員異議なし】 

 

後日、正式に答申を頂き、見直しに向けた準備を進めていきたい。 

 

よろしくお願いしたい。また本日の各委員から出た意見等をしっか

り課題として受け止め、今後検討していただきたい。 

 

（2） その他 

 

「その他」について事務局から説明をお願いしたい。 

 

「その他」として①小型車両を活用した新しい交通手段についての

紹介、②運転免許自主返納者に対するアンケートの結果についての

報告、③所沢駅へのホームドア設置についての情報提供の３点があ

る。 

 

①から順に説明をお願いしたい。 

 

小型車両を活用した新しい交通手段についての紹介であるが、平成

29年1月の「所沢市における地域公共交通の方向性について」の答

申での提言を受け、市として小型車両を活用した新しい交通手段の

導入に向け、今後具体的な検討を進めたいと考えており、交通会議

でも協議いただきたいことから、本日はまず3つの交通手段、具体

的には、定時定路線型乗合タクシー、乗合型デマンド交通、既存タ

クシー活用型デマンド交通について紹介する。なお、どの交通手段

が市にとって望ましいかなど具体的な協議は次回以降お願いした

い。 

 

※資料 3-1～4をもとに、定時・定路線型乗合タクシー、乗合型デ

マンド交通、既存タクシー活用型デマンド交通について説明 

 

何か質問等あるか。 

 

小型車両の運行について具体的な導入計画はあるのか。 



事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

具体的な導入時期は決まっていないが、現状のところバスの課題を

踏まえつつ、バス車両の更新時期を目処に、当会議でも協議いただ

きながら導入に向けた具体的な検討を進めたい。 

 

デマンド交通に関しては課題の多い自治体も見受けられる。また、

既存交通への影響についてはどう考えているのか。特に路線バスや

ところバスの路線網が、ある程度市域を網羅している状況下で、さ

らにデマンド交通などの導入を検討していくのか。 

 

他自治体における導入結果や長所、短所が本市にも当てはまるかど

うかも含め、慎重な検討が必要であると認識している。 

また、既存交通への影響については、ところバスとの関係で言えば、

例えば、長大化しているところバスの路線をコンパクト化し、運行

頻度を上げ増便を実現することで利便性を向上させる一方、運行し

なくなった地域等を、小型車両を活用した新しい交通手段で補完す

るイメージを描いている。 

 

タクシー事業者が乗合タクシーを受託するには、新たに事業認可を

受ける必要があり、また、ワンボックス車両の購入やオペレーター

の準備等さまざまな環境整備が必要で、一部の事業者しか担えな

い。紹介のあったさいたま市の事例は、地域住民の熱心な誘致によ

り交通空白地域に乗合タクシーの運行を実現させた事例であり、収

支率も40％を達成している。 

既存タクシー活用型デマンド交通は、市内の全タクシー事業者が対

応可能で、自治体の負担は大きいかも知れないが、高齢者の移動手

段の確保にも十分貢献できることから、タクシー業界としてはぜひ

導入を検討していただきたい。 

 

資料1のパブリックコメントの結果報告に「中長期的な見直し」と

いう表現が多く、具体的な見直し時期が明確ではなく不安であっ

た。今後もきちんと検討を進めてほしい。また公共交通機関だけで

はなく、道路行政などとも合わせて取り組んでもらいたい。 

 

ワンボックスのタクシーに複数人で乗り合えば、1人あたりの負担

は抑えられる。例えばどこの駅にワンボックスのタクシー車両が待

機しているかなど、上手にタクシーを活用するための情報も市民に



 

 

 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

議長 

 

 

事務局 

 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

議長 

 

事務局 

提供してほしい。なお、紹介のあった交通手段については、市街地

での導入は難しいと思うが、地域によっては十分にニーズがあるの

ではないか。 

 

タクシーも含め利用者が上手に公共交通手段を利用できるための

情報提供を関係者にはお願いしたい。 

 

新しい交通手段の検討・判断材料として、今後メリット、デメリッ

トをまとめた資料を用意してもらいたい。また、市は、バスやタク

シーの利用促進策をもっと考えてもらいたい。今後、公共交通施策

への財政負担についてはどのように考えているのか。 

 

今後、具体的に協議いただくために、資料を用意する。利用促進策

については、交通事業者にご協力いただきながら取り組んでいきた

い。財政面については、いずれ目安を定めることになると思うが、

あまりその点に捉われすぎず、新しい交通手段等について柔軟に検

討していきたい。 

 

まずはより良い仕組みを導入できるよう事務局は情報収集してい

ただき、今後会議でも具体的に議論していければと思う。 

 

次に②運転免許自主返納者に対するアンケートの結果について説

明をお願いしたい． 

 

※資料2をもとに、運転免許自主返納者に対するアンケートの結果

について報告 

 

何か質問等あるか。 

 

【特に質問等なし】 

 

今後、詳細な分析を行い、施策に活かしてもらいたい。 

 

次に③所沢駅へのホームドア設置について説明をお願いしたい。 

 

※資料4をもとに、所沢駅へのホームドア設置について説明 



議長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

議長 

 

所沢駅へのホームドア設置について、市として鉄道事業者や国と三

位一体となって取り組んでいくために、所沢市交通バリアフリー基

本構想にホームドアの設置を位置づけたいとのことである。何かご

意見等あるか。 

 

ぜひ設置に向け進めていただきたい。 

他のバリアフリー施策も合わせて進めていくうえで、バリアフリー

推進協議会を設置していただきたい。また、障害者の方の利用の多

い、新所沢駅へのホームドア設置もぜひお願いしたい。当駅では 3

件の転落事故が発生しているので、市も鉄道事業者へ積極的に要望

してほしい。乗降客数 10万人以下の駅でも、例えば障害者の方の

利用が多いなどの事情があれば、優先度合いが上がるなどの基準は

あるのか。 

 

バリアフリー推進協議会については、バリアフリー基本構想を策定

する際に設置することができるというものであるが、現在のとこ

ろ、新たなバリアフリー基本構想の策定は考えていない。新所沢駅

へのホームドア設置については、乗降客数 10万人という要件を満

たしていないが、障害者の利用する施設が周辺にあるという状況も

踏まえ、今年度から鉄道事業者へ要望しているところである。 

なお、乗降客数 10万人以下の駅についての基準等については、情

報収集していく。 

 

要望はどのように行っているのか。 

 

埼玉県から県内全鉄道事業者に対して行う鉄道整備要望のなかで、

行っている。 

 

市からも直接、鉄道事業者へ要望してほしい。 

 

所沢駅のエレベーター設置場所が悪く、案内表示も不親切で大変使

いにくい。高齢者や障害者への配慮の観点から、市からも鉄道事業

者へ指摘してほしい。 

 

所沢市交通バリアフリー基本構想にホームドアの設置を位置づけ

ることに、異議はないか。 



 

 

 

議長 

 

事務局 

 

議長 

 

企画総務課 

 

 

 

 

【委員全員異議なし】 

 

その他、事務局から何かあるか。 

 

次回の地域公共交通会議は、5月頃を予定している。 

 

以上で議事を終了する。 

 

以上で、平成29年度第2回 所沢市地域公共交通会議を終了する。 

 

閉会 

 


